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《研究の概要》

「全国学力・学習状況調査」から、児童は理科の学習には意欲的に取り組むが、理科の有用感を感じ

るところまで達していないという課題が明らかとなり、児童の学習への興味・関心を高めることで、理

科を学ぶことの意義や有用性を実感できたり、得られた知識を更に深まりのある理解へとつなげたりす

る学習指導が重要であることが明確となった。しかし、小学校理科指導を苦手としている教員も多く、

学習指導を進める上での悩みを抱えている教員が多いという調査結果をも出ている。

本研究は、群馬県内の小学校 320校を対象に「小学校理科教育に関する研究」についてそこで、

の実態調査を実施し、県内における小学校理科指導の実態把握・学習指導の課題分析を行い、明

確となった課題を解決することのできる学習指導の支援となる簡易教材と活用事例を作成し提案

することで、理科の学習に興味・関心を高めることのできる児童を育成できると考える。

【小学校理科 興味・関心 実態調査 簡易教材 学習指導の支援】キーワード

群馬県総合教育センター
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Ⅰ 主題設定の理由

現行の小学校学習指導要領解説（理科編）によると、小学校理科の学習では、学習したことを自然や生活

との関わりの中で捉え直すことで、理科の学習の有用性を感じ、学習に対する意欲を高めることが求められ

ている。

「全国学力・学習状況調査 （国立教育政策研究所）が平成19年度より実施され、理科が平成24年度に追」

加された。同調査において「理科が好きですか」という問いに対して「好き 「どちらかというと好き」と」

回答した群馬県内の児童は85.0％（全国81.5％）という結果であった。これは、同様の問いで調査した国語

64.2％（全国63.0％ 、算数70.1％（全国64.9％）と比べると、高い数値を示している。しかし、平成24年）

度同調査において「 教科名）は大切だと思いますか 「授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に（ 」

立つと思いますか」という問いに対して 「そう思う 「どちらかというとそう思う」と国語・算数・理科の、 」

それぞれで回答した児童は、表１のような結果となった。

「理科が好きだ」と回答している児童が高い数値ではあるが、表１の問いについて肯定的に回答している

児童は、他の２教科と比較すると低い傾向が見られる。また 「将来、理科や科学技術に関する職業に就き、

」 、 。 、たいか という問いでも 肯定的に回答した児童は 29.3％と非常に低い数値となっている このことから

児童は理科の学習に意欲的であるが、理科の有用感をあまり感じていないという点が、課題となっていると

言える。小学校では、単元の導入に自然の事物・現象との出会う場面を取り入れたり、児童自らが問題を見

いだすような問題解決の過程を取り入れたりする学習が比較的実現されている。しかし、このような実態を

見ると、児童が理科を学ぶことの意義や有用性を実感できたり、得られた知識を更に深まりのある理解へと

つなげたりすることが課題として考えられる。その課題を解決するためには、より児童が科学に対して興味

・関心を高めることのできる理科指導を目指した授業改善が必要だと考える。

また、平成20年度小学校理科教育実態調査（科学技術振興機構)によると、小学校理科指導における課題

も見られる 「理科全般についてどのように感じているか」という問いに対して、約90％の教員が理科全般。

の内容が「好き」と感じているという結果が出ているものの、指導に対して「苦手 「やや苦手」と感じて」

いる教員が約50％という結果となっており、理科の指導法についての知識・技能が「低い 「やや低い」と」

感じている教員が約70％という結果になっている。このような現状からも小学校理科指導に対する学習指導

への支援も重要な課題であると言える。

そこで本研究では、群馬県内の小学校理科担当教員を対象とした実態調査を行い、理科の学習内容におけ

る指導上の課題を明らかにし、その課題を解決することのできる学習指導の支援となる簡易教材と活用事例

を作成することで、興味・関心を高めながら学習に取り組む児童の育成へとつなげていきたいと考え、本主

題を設定した。

※補説

「平成27年度全国学力・学習状況調査 （国立教育政策研究所）において 「理科が好きですか」という問」 、

いに対して肯定的な回答をした群馬県内の児童は84.7％（全国83.5％）と平成24年度とほぼ同じ結果となっ

た。同様の問いで調査した国語62.1％、算数72.4％と比べると、高い数値であった。また、同調査の学校質

「 、 」 、「 」問紙での 理科の授業では 理科室で観察・実験をどの程度行ったか という問いに対して 週１回以上

と回答した学校が56.9％と全国（45.8％）と比較すると高い数値になっているという結果も出ている。

しかし 「理科は大切だと思いますか」という問いに対して、肯定的に回答した児童は87.7％と国語（92.、

9％ 、算数（93.9％）と比較すると低い傾向になる。また 「授業で学習したことは、将来社会に出たとき） 、

に役立つか」という問いに対して、肯定的に回答した児童は75.6％と国語（89.6％ 、算数（90.2％）と比）

較すると やはり低い傾向が見られる これは平成24年度も同様な傾向であった また 児童質問紙での 将、 。 。 、 「

表１ 平成24年度 全国学力・学習状況調査 児童質問紙調査 群馬県結果より

国語 算数 理科質問項目

（教科名）は、大切だと思うか 93.1％ 93.4％ 88.4％

授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つか 90.1％ 90.2％ 75.2％
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来、理科や科学技術に関する職業に就きたいか」という問いに対して、肯定的に回答した児童は29.2％とい

う低い結果で、これも平成24年度とほぼ同じ割合になっている。

このことから理科の学習への意欲の高さは維持され続けているものの、理科の学習の有用感を感じている

児童が少ないということが継続的な課題になっていると言える。

Ⅱ 研究のねらい

児童が興味・関心を高めながら学習に取り組む小学校理科指導を目指すために、群馬県内における小学校

理科指導の実態の調査・分析を行い、そこで明らかとなった課題を解決することのできる学習指導の支援と

なる簡易教材と活用事例を作成し、それを基にした検証授業を通してその有効性を明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

群馬県内の小学校において、理科を指導する教員を対象にした実態調査を実施し、群馬県内における１

小学校理科指導の課題を明らかにすることで、学校現場の教員が必要感を感じる学習内容での簡易教材

を提供することができるであろう。

実態調査で明らかとなった課題を解決することのできる学習指導の支援となる簡易教材を活用した授２

業を行うことで、児童が興味・関心を高めながら学習に取り組むことができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え

（1) 「興味・関心を高めながら」とは

「平成24年度全国学力・学習状況調査」において 「理科の観察・実験を行うことが好き」と回答し、

た児童は、約90％と非常に高い割合である。しかし、観察・実験という活動そのものが楽しいと感じ積

極的に活動に取り組んでいることだけで、主体的に取り組んでいるとは言い難い。

理科の学習では、自ら問題を見いだし、その問題を解決するために予想や計画を立て、実際に行った

結果と予想を照らし合わせながら考察し、見いだした問題の解決へとつなげていく一連の過程（問題解

決の過程）を通して、育むべき力が身に付いてくるものである。つまり 「自ら問題を見いだす」とい、

うことが重要な要素であり、その問題を自分事として捉えて問題解決に取り組んでいく中で、科学に対

する興味・関心が「おもしろい 「楽しい」といったものから 「もっと知りたい 「もっと調べてみた」 、 」

い」という思いや願いへと変わっていく。さらに、問題解決の過程を通して得られた自然の事物・現象

の性質や働き、規則性などを日常生活に再度振り返ることで、既習した内容との関連性に気付き、自然

を愛する心情が育ったり、科学への関心が芽生えたりすることにつながり、より深く探究したいという

思いや願いが広がっていくものである。

そのような状態を興味・関心が高まっていく姿として考え、本研究では、児童が具体的な体験を通し

、 。て自然事象に親しみながら 自ら問題解決に向けて意欲的に取り組んでいる姿であることと捉えている

そのような児童の姿を目指した授業改善を図るためには、児童のこれまでの経験や既習内容などを把握

し、自分事として捉えることのできる体験的な学習を取り入れることのできる教材を作成、活用してい

く必要がある。

（2) 「簡易教材」とは

「平成20年度小学校理科教育実態調査」によると、理科を指導している教員の約60％が、児童による

観察・実験を週に１回以上実施していると回答している。しかし、約70％の教員が「準備や後片付けの

時間不足 、約50％の教員が「設備備品の不足 、約40％が「消耗品の不足」などを観察・実験を行う上」 」

での障害と感じているという実態がある。市販されている観察・実験装置や器具は研究がされているた

め性能がよく、耐久性に優れているものばかりである。しかし、高価な物が多く、班単位で行うだけの
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充実した数だけ揃えることが難しいという点は、ほとんどの学校で悩みとして抱えている。

また、観察・実験を行うにあたり、使う器具や道具が揃っている学習キットを個人に持たせながら学

習を進めている学校も非常に多い。全員が同じ道具で観察・実験を行える点では有効であるが、画一的

な学習指導になってしまう傾向があり、児童の学習意欲を高める学習指導へと結び付かないといった課

題も見られる。

そこで、本研究における「簡易教材」とは 「①安価な物や簡単に入手することのできる身近な物で、

作成できる教材 「②短時間で作成することのできる教材 「③誰もが作成・活用できる教材」という三」 」

つの要素を持つ教材として捉えている。他教科の教材研究などを抱えている小学校教員には、理科の教

材研究だけに時間を割くことができないという現状もある。そこで、①・②のような要素を持つ教材活

用を提案することで、観察・実験を行う際の指導上の障害が解決されていくのではないかと考える。ま

た、作成・活用に専門的な知識や技能がないとできない教材では、理科の学習指導を苦手と感じている

教員への学習指導の支援としては成り立たない。誰もが「作成してみたい 「活用してみたい」と感じ」

られるとともに 「これならできるかもしれない」と感じられる教材という点も重要な要素であると考、

える。

２ 研究構想図
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Ⅴ 研究の展開

１ 研究の計画（平成26年度～平成27年度 ２ヶ年計画）

実施時期 主な研究内容

平 ４月 ◎県内の小学校理科担当教員を対象に「小学校理科 ※２年間継続的に実施

成 教育における実態調査」を実施し、現状と課題を ◎児童の興味・関心を高めるこ

26 把握（教師の理科への苦手意識、指導上で困って とのできる簡易教材作成

年 いる単元 児童の学習への興味度等の調査を実施 →研修講座等での検証、 ）。

度

12月 ・ 小学校理科教育における実態調査」を県内公立小「

学校への配付 ◎小学校理科学習指導の支援に

１月 ・ 小学校理科教育における実態調査」回収・分析 役立つリーフレット作成「

→随時配布

２月 ◎実態調査に基づき学校現場で指導に困っている単

元及び題材についての分析

平 ４月 ◎簡易教材の検討及び作成

成

27 ◎検証授業Ⅰ

年 理科免許を取得している教員に、簡易教材を活用

度 した検証授業を依頼し、検証する。

７月

８月

◎教材作成についての検証

（理科に関する研修講座等での検証）

10月 ◎検証授業Ⅱ

理科免許を取得していない教員・小学校理科指導

経験年数の少ない教員に、簡易教材を活用した検

証授業を依頼し、検証する。

11月

◎授業実践を基に簡易教材の見直し

３月 ◎本研究の成果と課題の明確化

２ 検証計画

検証の視点 検証の方法

○ 群馬県内の小学校理科指導についての実態調査を実施し、その課題 聞き取り調査

を明らかにすることで、学校現場の教員が必要感を感じる学習内容で

の簡易教材を提供するために有効であったか。

○ 実態調査で明らかになった課題を解決することのできる学習指導の 行動観察

支援となる簡易教材を活用した授業を行ったことは、児童の興味・関 ノート等の分析

心を高めながら学習に取り組む児童の育成に有効であったか。 聞き取り調査



- 報告5 -

Ⅵ 結果と考察

１ 「小学校理科教育に関する研究」についての実態調査（詳細は別紙「実態調査編」参照）

（1) 調査目的

本県の小学校教員の理科の学習指導における現状を把握し、児童が主体的に学習に取り組む理科学習

指導の推進を図るための研究資料を得ることを目的とする。

（2) 調査対象

県内 320校の小学校を対象に、各校で理科を担当している教員を教職経験年数10年目以上、５年目以

上10年目未満、１年目から５年目未満の３区分において、各区分１名ずつ抽出して調査を実施した。

（3) 調査結果

・理科指導のしやすさについて「やや指導しにくい 「指導しにくい」と感じている教員は、約40％程」

度であった。そのうち、約90％は理科免許を取得していない。また、小学校理科の指導経験年数が１

年目以上５年目未満の教員が最も多い。

・理科指導を苦手と感じている理由のうち、最も多いのが「準備や後片付けに時間がかかってしまう」

であった。次いで 「観察・実験器具や薬品の取り扱いへの戸惑い 「観察・実験結果が思い通りにな、 」

らない」などの理由が多く挙がっていた。

・高学年の単元ほど、指導のしにくさを感じている教員が多い。また、各学年とも「地球領域」での観

察（天体・天気・川や地層）や「生命領域」の飼育・栽培について悩みを持っている教員が多い。

「 」「 」 、 「 」 「 」・ 粒子 エネルギー 領域では 児童が 興味を持ちやすい と感じている割合と 指導がしやすい

と感じている割合との差がみられる単元がある。

（4) 考察

○ 理科指導については、観察・実験、飼育・栽培などの指導を行う上で、専門的な知識や技能、長年

の指導経験で培った指導技術等が必要な面も多い。そのため、理科免許を取得していない教員、理科

指導経験の少ない教員が苦手意識を持ちやすいのではないかと考える。

○ 高学年の単元では、より専門性が必要な学習内容であったり、観察・実験で多くの器具や薬品を扱

うようになったりする。そのため、より指導のしにくさを感じるのではないかと言える。

○ 小学校は担任業務や他教科の教材研究等も多い。そのため、準備や後片付けに時間がかかってしま

う理科を指導しにくいと捉えている教員も多いと考える。

○ 「生命 「地球」領域ともに天気に左右されてしまうことが原因で学習が計画通りに進められない」

という点で指導のしにくさを感じている。また、学校・地域の動植物の生息環境や地形などの問題で

学習教材が身近にないことも指導のしにくさを感じる原因となっている。

○ 「粒子 「エネルギー」領域では、実験や体験的な活動が多いことで、児童の興味の持ちやすさが」

比較的高い数値になっていると言える。しかし、指導者側は実験の準備等での課題もあるが、市販の

学習キットに頼りすぎていることで工夫のない授業展開になってしまっている。このような現状から

授業改善を求めている教員も少なくない。そのため 「指導がしやすい」と感じている教員と児童が、

「興味が持ちやすい」と感じている割合には差が生じたのではないかと考える。

２ 作成した簡易教材について（詳細は「教材編」参照）

「小学校理科教育に関する研究」についての実態調査結果の分析から、次のような学習指導における

課題が明確となった。

課題Ａ：児童が学習への興味・関心を持ちやすい「粒子 「エネルギー」領域での単元において、」

児童の学習への興味・関心を更に高めるための授業改善の支援となる教材の必要性。

「 」「 」 、「 」「 」課題Ｂ： 生命 地球 領域での単元において 現地調査ができない 児童が実感を持ちにくい

といった指導上の課題のある単元で活用できる教材の必要性。
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このような課題を解決するために、以下のような簡易教材を作成した。

Ａ 「粒子 「エネルギー」領域の学習指導において、問題解決の過程の問題づくりにつながっ」

たり、児童の発想を生かしたものづくりにつながったりすることのできる簡易教材

○第３学年 磁石の性質 「ゆらゆらお化け」

○第５学年 電流の働き 「ゆらゆらぐんまちゃん 「電磁石釣り竿」」

Ｂ 「生命 「地球」領域の学習指導において、児童が実感を持ちにくく、自分事として問題を」

捉えにくい内容に活用できる簡易教材

○第５学年 流れる水の働き 「流水モデル実験器」

○第６学年 人の体のつくりと働き 「人体エプロン 「血液循環モデル」」

○第６学年 土地のつくりと変化 「簡易地層モデル 「堆積モデル実験器」」

「火山噴火モデル」

３ 学習指導の支援に役立つリーフレット

小学校理科指導を苦手とする教員の持つ不安や悩みは 「動植物がうまく育たない 「正しい実験結果、 」

が得られない」などの観察・実験方法についての内容も多い。そのような不安や悩みの解決を図るため

学習指導の支援として、観察・実験方法に関するＱ＆Ａ形式にしたリーフレットを作成した（図１ 。）

学習内容ごとにまとめ、理科を専門としない教員でも分かりやすい資料となるように工夫した。特に、

学習指導上の悩みで最も多かった天体や天気に関する単元においては、観察の仕方や天候不良の場合の

対処法などについてリーフレットで紹介した。多くの指導者に活用してもらえるよう総合教育センター

内に配布場所を設置し、自由に持ち帰ることができるようにした。

図１ 学習指導の支援に役立つリーフレット（ 月の観察」編）「

４ 教材の検証

簡易教材の有効性について「①単元のねらいにせまる教材であるか 「②授業の中で容易に活用でき」

る教材であるか 「③児童が主体的に取り組むことができる教材であるか」の三つに視点をおき、次の」

ように検証を行った。
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(1) 研修講座等における検証

総合教育センター内における理科に関する研修講座等において、受講者への簡易教材の紹介、簡易教

材作成の実習などを行い、簡易教材の有効性について検証を行った。

○「小学校理科専科教員研修 （平成27年６月３日：総合教育センター）」

児童の興味・関心を高める簡易教材として磁石の性質を用いた教材、電磁石の性質を用いた教材を

中心に紹介を行った。また、電磁石の教材として「ゆらゆらぐんまちゃん」の作成を実習として扱っ

た。受講者は、理科専科の教員であったため、比較的無理がなく作成することができていた。また、

。 、「 、教材の更なる工夫を図る受講者も見られた 受講者からは 教科書にも似たようなものがあったが

なかなかうまくできずに苦労した。今回は、思ったより簡単に作成できた 「児童が電磁石の面白さ」

を体感することができる教材である 「理科室に展示しておくだけでも、子どもたちの興味・関心は」

高まると思う」などの肯定的な意見を聞くことができた。

○「理科研修講座～観察・実験を深める教材づくり～ （平成27年7月24日：総合教育センター）」

「堆積モデル実験器」を扱った。本研修講座は希望研修であったため、校種問わず理科を専門とす

る教員からの教材に対する意見を直接聞く機会となった。本教材を扱う単元については、やはり多く

の教員が 「地層がうまくできない 「実験道具の準備や後片付けが大変である」といった課題を述べ、 」

ていた。しかし、実際に教材を紹介し作成することで 「簡易で、準備する土砂が少なくて使いやす、

い 「地層ができる様子が非常に見やすい 「児童が注視して様子を観察することができる」といった」 」

課題解決につながる意見を聞くことができた。

○「館林市小学校理科部会主催 小学校理科観察・実験研修 （平成27年8月20日：向井千秋記念子ども」

科学館）

市内の各小学校理科主任を中心に「流水モデル実験器」

「堆積モデル実験器」等の学習に役立つ教材紹介・教材作

成の講座を行った。今回の受講者は、理科が専門ではない

教員や経験年数の浅い教員（１年目や３年目教員）などの

参加もあり、本教材が指導者の経験年数等によらず作成・

活用できるものとなっているかを検証する良い機会となっ

た。

「流水モデル実験器」については、同じような方法で行

った経験のある教員は２名だった。実際に珪砂を使っての

初めて経験した教員から「教室内でできるので、児童一人

一人が授業に取り組むことができる 「実際にやってみる」

と、土砂よりも水の流れが分かりやすい」といった意見を

聞くことができた。また、１年目の教員からは「初めて見

ました。子どもが楽しく授業に取り組めそうです」などの

声も聞くことができた（図２ 。）

「堆積モデル実験器」については、全員が初めての教材

であった。そのため、受講者は非常に興味を持って、地層

ができる様子を観察していた。やはり多くの意見として、

「準備や後片付けが簡単である 「地層がきれいに短時間」

でできる」という点が挙げられた。

また、中学校教員から「中学校でも活用できそうだ」という声を聞くことができた。小中連携を意

識した学習も視野に入れると、更にこの教材の活用の場が広がっていくことを期待したい（図３ 。）

図２ 流水モデル実験器の研修の様子

図３ 堆積モデル実験器の研修の様子
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(2) 授業における検証（検証授業の内容は 「教材編」を参照）、

県内のいくつかの小学校に研究協力を依頼し、協力校の高学年の理科の学習指導を行っている教員

による検証授業を通して、簡易教材の有効性について検証を行った。

：第６学年「生命領域」における検証授業検証授業Ⅰ

＜検証授業の概要＞

対 象 研究協力校３校 小学校第６学年

実 施 時 期 平成27年６月実施

単 元 名 単元「人の体のつくりと働き」

検 証 教 材 人体エプロン（３校） 血液循環モデル（１校）

単元の目標 人や他の動物が生きていくために必要なことに興味・関心を持ち、観察・実験や資料

を活用した調べ学習などを通して、消化・呼吸・血液循環に関わる体内の各器官のつく

りや働きについて理解をするとともに、体内の各器官の働きを関連付けて捉える見方や

考え方を持つことができるようにする。

：第５学年「地球領域」における検証授業検証授業Ⅱ－１

＜検証授業の概要＞

対 象 研究協力校２校 小学校第５学年

実 施 時 期 平成27年10月実施

単 元 名 単元「流れる水の働き」

検 証 教 材 流水モデル実験器

単元の目標 地面を流れる水や川の働きについて興味・関心を持って追究する活動を通して、流水

の働きと土地の変化の関係について条件を制御して調べる能力を育てるとともに、それ

らについての理解を図り、流水の働きと土地の変化の関係についての見方や考え方を持

つことができるようにする。

：第６学年「地球領域」における検証授業検証授業Ⅱ－２

＜検証授業の概要＞

対 象 研究協力校２校 小学校第６学年

実 施 時 期 平成27年10月実施

単 元 名 単元「土地のつくりと変化」

検 証 教 材 簡易地層モデル、堆積モデル実験器、火山噴火モデル

単元の目標 土地のつくりと土地のでき方について興味・関心を持って追究する活動を通して、土

地のつくりと変化を推論する能力を育てるとともに、それらについての理解を図り、土

地のつくりと変化についての見方や考え方を持つことができるようにする。

Ⅶ 成果と今後の課題

１ 成果

○ 群馬県内の小学校理科教育に関する調査・分析を行い、本県の小学校理科の課題が明確になったこ

とで、学校現場の教員が実際の授業で必要感を感じる学習内容での簡易教材を提案することができ、

学習指導の支援として有効であったと考える。

○ 簡易教材の作成にあたり「安価な物や身近な物で作成できる 「短時間で作成できる 「誰もが作成」 」

・活用できる」いう要素を意識したことで、学習指導のしにくさを感じる原因の解消を図ることがで

き、経験年数や理科の専門性の有無などに限らず、多くの教員の活用が見込める反応が見られた。こ

のことから、簡易教材が学習指導の支援として有効であったと考えられる。
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○ 調査結果で「児童が学習に興味を持ちにくい」と捉えた単元において、学習指導の支援となる簡易

教材を活用したことで、児童が実際に活動する場面や自然事象を身近に感じることができる機会が多

くなり、意欲的に追究活動に取り組む姿が見られるようになった。このことから、児童の学習への興

味・関心を高めることに有効であったと考えられる。

２ 課題

○ 児童の主体的な学習へとつながるための簡易教材の更なる改善を図るとともに、学校の実態によっ

て理科室の環境や設備が異なることを考え、どの学校でも活用できる教材の作成及び活用案を検討す

る必要がある。

○ 最も課題を感じている天体や気象の観察、生物の飼育・栽培などの学習内容についての授業改善を

図るためには、地域の実態に応じた年間指導計画の見直しが必要である。各地域の実態を把握しなが

ら、効果的な教材提案や指導計画案などを考えていく必要がある。

○ 県内の小学校理科指導における課題を解決するための簡易教材と活用事例であるため、県内の教員

に広く普及させていくた必要がある。そのための手段として、総合教育センター等での研修講座での

活用やホームページなどを通した情報提供をどのように行っていくのかを検討する必要がある。
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